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 新型コロナウイルス感染症への対応指針 
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響を鑑み、本大会では以下の基準に基づいて大会開催

判断を行います。 

 ◆ 開催判断基準  
本大会では、以下の場合に開催日程を変更または大会を中止します。 
⚫ 栃木県または塩谷町・日光市により宿泊の自粛が要請された場合 
⚫ 栃木県または塩谷町・日光市により大会中止が要請された場合 
⚫ 予定している会場の使用許可が取り消された場合 
⚫ 学連加盟校の半数以上が宿泊不可または参加不可になった場合 

 ◆ 開催判断期日  
３日間開催の可否を、1月 10日（火）に判断します。この時点で 3日間開催が不可となった場合

は、3 月 12 日（日）にリレー競技部門のみ単日開催の方向で大会準備を進めることとします。 
なお、開催判断日以降であっても、急きょ宿泊自粛要請・大会中止要請・会場使用許可取消があった

場合は、大会の中止や延期の判断を行います。 

 略称・呼称 
本要項では、以下の略称・呼称を使用することがあります。 

 略称・呼称 正式名称 
 インカレ実施規則 日本学生オリエンテーリング選手権実施規則 

（2021年９月 19日全文改正） 
 日本学連 日本学生オリエンテーリング連盟 
 

競技者 
「日本学生オリエンテーリング連盟規約」 

（令和２年 5月 9日全文改正）第5章によって定められた 
競技者登録がなされている者 

 選手権の部 インカレ実施規則第 2条第１項に定められた 
ミドル･ディスタンス競技部門、リレー競技部門 

 一般の部 選手権の部に出場しない日本学連競技者のための競技部門 

2022年度日本学生オリエンテーリング選手権大会 
ミドル・ディスタンス、リレー競技部門 

要項 2.1 
※要項 2からの変更および追加点は黄色ハイライト表示 
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 開催日 

2023年3 月10 日（金）、11 日（土）、12 日（日） 

⚫ 3月 10日（金）：モデルイベント、開会式 
⚫ 3月 11日（土）：ミドル・ディスタンス競技部門 
⚫ 3月 12日（日）：リレー競技部門、閉会式 

なお、新型コロナウイルスの感染拡大状況により、内容の変更、延期、中止の判断を行う可能性
があります。 

 開催地 
栃木県塩谷郡塩谷町・栃木県日光市 

 主催 
日本学生オリエンテーリング連盟 

 主管 
2022年度日本学生オリエンテーリング選手権大会 
ミドル・ディスタンス、リレー競技部門実行委員会 

 

 後援 
公益社団法人日本オリエンテーリング協会・塩谷町・塩谷町教育委員会他（申請中） 

 大会公式webサイト 

 

  

  ミドル・ディスタンス競技部門 リレー競技部門 
 実行委員長 岩井 龍之介（京都 16） 
 競技責任者 南河 駿（名古屋 14） 
 運営責任者 西嶋 就平（名古屋 15） 
 コース設定者 岩垣 和也（名古屋 16） 大橋 陽樹（東京 16） 
 イベント・アドバイザー 糸賀 翔大（東京 11） 

主管者連絡先 （お問合せはこちらにお願いします） 
実行委員会問合せ用アドレス（ミドル・ディスタンス、リレー競技部門共通） 
e-mail: icmr2022.inquiry○gmail.com （○は@に変えてください） 
※要項 2から変更されています。 

URL: https://icmr2022.web.app 

mailto:icmr2022_info@googlegroups.com
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 競技形式／地図仕様 
 

競技形式／競技区分 

地図仕様 

縮尺 
等高線 

間隔 

走行 

可能度 
地図表記 

 ミドル・ディスタンス競技 
1:10,000 5 m ４段階表示 ISOM2017-2準拠  リレー競技 

 
 パンチングシステム 
全てのクラスにおいて、Emit 社の電子パンチング計時システム（E カード）を使用します。 

 テレイン概要 
1984 年度より団体戦をリレー競技とする 2 日間大会形式として始めたインカレ以来、日本学

連は連綿と日光矢板塩谷エリアにてインカレ開催にふさわしいテレインの新規開発を行ってきま
した。本テレインは、“フィニッシュ＝会場”という観点で最後の未開拓の地、久しぶりの完全ニ
ューマップとなります。先行して公開されている会場のスプリントマップ関連で当地を訪れた選
手も多いかと思いますが、背後にそびえる石尊山（せきそんざん）の風景の記憶の通り、周辺エ
リアのテレインよりかなり急峻になります。 

＜日本学連副会長 山川克則＞ 
 
[概要] 
栃木県塩谷郡塩谷町の平野に程近い標高約 200～480m の里山に位置し、石尊山の北麓から東麓
の山林、および塩谷町総合公園が主要エリアとなる。 
[地形] 
斜面は概して急峻で、微地形は少ない。地盤が緩く崩れやすい場所も存在する。一部には緩斜面
も存在する。 
[植生] 
走りやすい林と速度が低下する林が大半を占めるが、一部には著しく走行可能度が下がる箇所も
ある。また、広葉樹林と針葉樹林の植生界が全域に存在する。公園周辺や送電線沿いには開けた
土地や開けた荒地が見られる。 
[道] 
テレイン全体に小径が存在し、一部には林業用の造成道が縦横無尽にある（この点では近隣のテ
レインでも同様の造成が最近目立つ）。舗装された道路も存在する。 
[岩] 
岩や崖が存在する。ごく一部にはれき地や岩石地も存在する。 
[水系] 
細い川が随所に見られる。湿地や池は少ない。 

＜マッパー 宮西優太郎＞ 

  

1 競技情報 
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 立入禁止区域・クローズテレイン 
本大会への参加を予定している者（チームオフィシャル※1、併設大会参加者※2含む）および観

戦を予定している者は、要項 1発行日から本大会終了までの期間、以下に示す区域へのオリエン
テーリング目的（テレイン視察含む）での立入を禁止します（競技参加時を除く）。なお、立入
禁止区域周辺道路の利用は妨げません。 
※１ 本大会参加校は、チームオフィシャルとして選手のサポートを行う者を登録することができます。チーム

オフィシャルについての詳細は、p.8をご覧ください。 
※２ 本大会には日本学生オリエンテーリング連盟の加盟員のみ出場可能ですが、一般の方を対象とした併設大

会を開催する予定です。詳細は併設大会要項をご覧ください。 

 
また、立入禁止区域の設定に伴い、下記テレインをクローズします。クローズテレインの旧地図
は HPに掲載します。 

 
 トレーニングテレイン 
「毘沙門山」をトレーニングテレインとして推奨します。テレインの利用方法については、日本

学連Webサイト「テレイン利用」をご覧ください。 

  

※地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/）を加工して作成 

クローズテレイン 
「塩谷町総合公園」 2018年（有）ヤマカワオーエンタープライズ作成、2021年同修正 

https://icmr2022.web.app/place.html
http://www.orienteering.com/~uofj/index.php?blogid=1&catid=3
https://maps.gsi.go.jp/
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 モデルイベント 
３日間開催の場合は、モデルイベントを以下の通り開催します。 

 開催日 2023年 3月 10日（金） 
 開催地 栃木県日光市 
 

会場 豊岡運動公園（大桑駅から徒歩１分） 
(https://goo.gl/maps/noT6eb56EMEW3oEh9) 

 地図仕様 
 

 

実際に競技に使用する地図と同一（縮尺・作成基準含む） 
 参加費 本大会の参加費に含まれます。 
 地図配布方法 別途大会公式WEBサイトにて告知します。 

※モデルイベントの会場と開会式の会場は同一です。 

 ドーピング検査 
⚫ 本大会は、日本アンチ・ドーピング規程に基づくドーピング・コントロール対象大会です。本

大会参加者およびチームオフィシャルは、日本アンチ・ドーピング規程に従わなければなりま
せん。 

⚫ ドーピング検査の対象となった本大会参加者は競技役員の指示に従って検査を受けなければな
りません。なお、身分証明のため、本大会参加者は学生証・運転免許証等、写真により本人確
認ができるものを持参してください。 

⚫ 本大会参加者は、本大会において行われるドーピング検査（尿・血液等検体の種類を問わず）
を拒否又は回避した場合、検査員の指示に従わない場合、帰路の移動等個人的諸事情によりド
ーピング検査手続を完了することができなかった場合等は、アンチ・ドーピング規則違反とな
る可能性があります。アンチ・ドーピング規則違反と判断された場合には、日本アンチ・ドー
ピング規程に基づき制裁等を受けることになります。 

⚫ 血液検査の対象となった競技者は、採血のため、競技/運動終了後 2時間の安静が必要となりま
す。 

⚫ 禁止物質や禁止方法であっても、事前に所定の手続きによって 治療使用特例（TUE）が認めら
れれば、例外的に使用することができます。原則として TUEが必要な大会の 30 日前までに申
請を行ってください。 

⚫ 日本アンチ・ドーピング規程の詳細内容及びドーピング検査並びに TUEについては、日本アン
チ・ドーピング機構（JADA）のWebサイトにて確認してください。 

⚫ ミドル選手権クラス出場者はアンチ・ドーピングの e ラーニングの受講が必須になります。詳
細は日本学連からの案内に従ってください。 

  

https://goo.gl/maps/noT6eb56EMEW3oEh9
http://www.playtruejapan.org/
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 ミドル・ディスタンス競技部門 

 
◆ クラス情報  

 
クラス 優勝設定時間 

 男子選手権（ME） 35-40分 
 女子選手権（WE） 35-40分 
   
⚫ 各選手権の優勝者をミドル・ディスタ

ンス競技選手権者とします。 
⚫ 優勝設定時間はインカレ実施規則第 15

条第１項に定められた時間です。

 
◆ 参加資格  
以下の 2 点を共に満たす者が「選手権の

部」に参加することができます。 
 
⚫ 日本学連に競技者登録されていること。 
⚫ 地区学連枠、もしくは前年度個人実績

枠による出場資格を持っていること。 
 

 

＜地区学連枠＞ 

本年度の各地区学連の競技者数配分人数については、日本学連技術委員会によって決定されて
います。なお、競技者の選出方法は、各地区学連で定められています。 

クラス 北東 関東 北信越 東海 関西 中九四 合計 
 男子選手権（ME） 10 33 5 7 9 2 66 
 女子選手権（WE） 3 14 1 7 4 1 30 

＜前年度個人実績枠＞ 

前年度入賞者は、地区学連枠とは別に選手権の部の出場資格を得ます。 
クラス 選手権の部の出場資格者 

 男子選手権（ME） 平岡 丈（京都 4）、本庄 祐一（東京 4）、永山 遼真（筑波 4） 
 女子選手権（WE） 松本 萌恵（神戸 4）、栗山 ももこ（横浜市立 4）、 

上島 じゅ菜（お茶の水女子 4） 
 

 
 
 

◆ クラス情報  

 
⚫ 申し込み多数のクラスについては、複数のクラスに分割します。 
⚫ クラスの選定については、日本学連発行の「インカレ一般クラス棲み分けに関するガイドラ

イン」をご参照ください。  

  選手権の部 

  一般の部 

クラス  対象 参加資格 優勝設定時間 
  MUA 男子上級者 日本学連登録 2年目以上の男子 

  25-35分 
  MUB 男子中級者 日本学連登録 2年目以上の男子 
  MUF 男子新人 日本学連登録初年度の男子   20-30分 
  WUA 女子上級者 日本学連登録 2年目以上の女子 

  25-35分 
  WUB 女子中級者 日本学連登録 2年目以上の女子 
  WUF 女子新人 日本学連登録初年度の女子   20-30分 

2 クラスと参加資格 

http://www.orienteering.com/~uofj/media/rules/20151202-ic_guideline.pdf
http://www.orienteering.com/~uofj/media/rules/20151202-ic_guideline.pdf
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◆ クラス情報  

 

クラス 優勝設定時間 
(3人合計) 

 男子選手権（MER） 120-150分 
 女子選手権（WER） 110-135分 
 
⚫ 各選手権の優勝校をリレー競技選手権

校とします。 
⚫ 優勝設定時間はインカレ実施規則第 15

条第１項に定められた時間です。 
⚫ 男子/女子選手権共に 3区間等距離で

す。 

 
 
◆ 参加資格  

 
⚫ 各校は男女それぞれ1チームのみ出場さ

せることができます。 
⚫ 日本学連に競技者登録されている3名か

ら構成されるチームであることが必要
です。

＜特例措置について＞ 

選手権の部にチームを構成できない参加校は、複数校にまたがって特例チームを構成し、参加
することが可能です。特例措置を希望する参加校は、「特例措置の申請」に従って申請してくだ
さい。 
⚫ 詳細は日本学連発行の「インカレリレー特例措置に関するガイドライン」を参照してくださ

い。 
⚫ 特例措置にて構成されたチームは参考記録とし、表彰対象外とします。 

 
 

◆ クラス情報  
 

クラス 対象 チーム編成 参加資格 優勝設定時間 
  (1人あたり) 

  MAR 男子上級者 男子 3名 

大会開催時の期
間において日本
学連競技者であ
ること 

25-35分 
  WAR 女子上級者 女子 3名 
  XAR 上級者 男女各 1名以上を含む 3名 
  MAS 男子上級者個人 男子 1名 
  WAS 女子上級者個人 女子 1名 
  BR 中級者 3名 

25-35分 
  BS 中級者個人 1名 

 
⚫ BR/BSの難易度は、ミドル一般の部のFクラス～Bクラス相当です。 
⚫ MAS/WAS/BSは一斉スタート方式の個人競技です。 
⚫ BRについては、「男性のみで3名」「女性のみで3名」「男女混合で3名」のいずれも可と

します。 
⚫ 構成員の所属が複数校にまたがるチーム編成も認めますが、各校につき2チームまでに限り

ます。複数校にまたがるチームも正規チームとして認め、公式記録として扱います。 

  

 リレー競技部門 
  選手権の部  

  一般の部 

http://www.orienteering.com/~uofj/media/rules/20171018-ic_guideline_special.pdf
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参加校はチームオフィシャルを登録することができます。ミドルかリレー、どちらか一方の
競技のみの出場でも登録可能です。チームオフィシャルは、ミドル競技及びリレー競技の選手
権の部スタート地区において、選手のサポート、および各競技前日開催の代表者ミーティング
への参加が可能です。 
各校に認められるチームオフィシャルの人数は、以下の通りです。 
⚫ 男子選手権の部への選手登録に対して最大 2名まで 
⚫ 女子選手権の部への選手登録に対して最大 2名まで 
（各校最大で合計 4名まで登録可能） 

※リレー競技の選手権の部に、複数校による特例チームで出場する場合は、特例チームを構成
する大学の数だけチームオフィシャルを登録することが可能です。 

 

  

  チームオフィシャル 
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2022年 12月 1日（木）～2022年 12月 31日（土）  
※ 単日開催への変更時は次の期間内に修正を行ってください。 
2023年 1月 11日（水）～ 2023年 1月 20日（金） 

 
 

2023年 1月 11日（水）～2023年 1月 31日（火） 
※ 単日開催への変更時は次の期間内に納付してください。 
2023年 1月 23日（月）～ 2023年 1月 31日（火） 

 
 

2022 年 12 月 1 日（木）～2022 年 12 月 31 日（土） 

 
 

本大会の参加申し込みは、原則としてインターネット上のエントリーサイトで行います。エン
トリーサイトは大会公式Webサイトよりアクセスすることができます。 
エントリーの流れを下図に示します。 

 エントリー期間 

 入金期間 

 特例措置申請期間 

 エントリー方法 

3 参加申し込み 

https://icmr2022.web.app/
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◆ アカウント入手  
エントリーサイトにログインするためにはアカウント（IDとパスワード）が必要です。 

エントリーサイトに使用するアカウントは、原則、日本学連に加盟登録をした際のものを 
使用してください。 

【上記のアカウントでログインできない場合】 
参加校および地区学連の担当者は、エントリー担当連絡先へ「【学校名（学連名）】アカウン

ト希望」という題名でメールを送信してください。1週間以内にアカウントを発行します。 
◆ エントリーサイトへの登録  
参加校担当者は、ミドル・ディスタンス競技に出場する各選手の参加クラスとリレー競技のク

ラス別参加チーム数、チームオフィシャルを登録してください。なお、ミドル・ディスタンス競
技エントリー時は、「選手権の部」出場有無に関わらず「一般の部」に出場する場合の希望クラ
スを入力してください。 
詳しくは公式Webサイトに掲載している申し込みの手引きをご覧ください。 

◆ リレーオーダーサイトへの登録 
 リレーオーダーサイトは大会1週間前に公開する予定です。各選手の参加クラス・走順を登録
してください。 
◆ ミドル・ディスタンス選手権登録  
各地区学連の担当者は選考した代表選手を「選手権の部」に登録する必要があります。そのた

めには競技者のエントリーサイトへの登録が必須となりますので、参加校担当者は速やかにエン
トリーサイトへの登録を行ってください。 
◆ 参加費入金  
下記の参加費を参照し、地区学連担当者はミドル・ディスタンス競技「選手権の部」登録費

を、参加校担当者はそれ以外の合計金額を参加費入金先まで入金してください。 

 
 

 
項目 単位 金額 

 

必須 
① 基本参加費 

選手 1人 8,500円 

チームオフィシャル 1人 8,000円 

② 宿泊費・輸送費 2泊・1人 32,000円 
 

追加 
③ ミドル・ディスタンス競技「選手権の部」登録費 1人 ＋1,500円 

④ リレー競技「選手権の部」登録費 1チーム ＋4,500円 
 任意 ⑤ Eカードレンタル 1人 +500円 

 
⚫ 宿泊費・輸送費について、大会終了後に一定額の返金を行う可能性があります。 
⚫ 基本参加費および輸送費は参加日数に関わらず同額です。 
⚫ 本大会では原則宿泊及び輸送を必須としています。詳細は「4．宿泊・輸送」の項をご覧くだ

さい。 
⚫ エントリー時には、宿泊日数に関わらず 2泊分の宿泊費・輸送費を徴収します。やむを得な

い事情により 1泊しかできない選手に対しては、後日返金を行います。詳細は宿泊・輸送手
配委託先（日本旅行）と協議中です。 

⚫ 本大会の報告書は大会公式Webサイトでの公開のみとし、販売は行いません。 
⚫ レンタル Eカードを紛失、破損した場合は 1枚につき 9,000円の追加料金をいただきます。 

  

 参加費 
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「リレー競技選手権の部の特例措置」を希望する学校は、下記に従って申請してください。 

◆ 申請方法  
⚫ メール件名に「【エントリー】【学校名】選手権リレー特例措置の申請」と記載の上、エント

リー担当連絡先へ申請してください。 
⚫ 申請期限は 2022年 12月 31日（土）とします。 

 
 

エントリー締切後のエントリー内容変更については下記の通りとします。 
⚫ エントリー追加及び代走は認めません。 
⚫ 欠席することが事前に分かった場合、その旨をエントリー担当までお知らせください。参加費

からキャンセル負担金を差し引いた額の返金額と返金方法について、担当から連絡します。 
⚫ その他のエントリー内容の変更については、エントリー担当に個別にお問い合わせください。 

 

主管者連絡先と共通です。 

  

 参加費振込先 

 特例措置の申請 

 エントリー内容変更 

 エントリー問合せ先 

銀行名：楽天銀行 銀行コード：0036 支店名：ノエル 支店番号：246 
口座番号：2166462 受取人：コイケ リョウスケ 

実行委員会問合せ用アドレス（ミドル・ディスタンス、リレー競技部門共通） 
e-mail: icmr2022.inquiry○gmail.com （○は@に変えてください） 

mailto:icmr2022_info@googlegroups.com
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⚫ 選手(「選手権の部」または「一般の部」への参加者)およびチームオフィシャルは、主管者が
指定する宿舎に原則宿泊するものとします。 

⚫ 参加者の宿泊地(栃木県那須塩原市、日光市、矢板市、宇都宮市を予定)となる宿舎から競技エ
リアまでの輸送は、専用バスで行います。 

⚫ 宿泊輸送費には、大会期間の宿泊費(2泊 3日、下表に記載の食事付)、昼食代(2日間)、バス
による輸送費、傷害保険料等を含みます。ただし、モデルイベントの輸送費は含みません。 

⚫ 費用と宿泊体系により、旅館タイプとホテルタイプの 2つから選択できます。各宿舎の特徴は
以下の通りです。 

宿舎タイプ 旅館 ホテル 

利用施設数 3～5 10～20 

収容可能人数 約 600名 約 400名 

宿泊輸送費 32000円 29000円 

ミーティングスペース 施設によるが、提供できる施設が

多い 

ほぼ提供できない 

食事 夕食・朝食付き 朝食のみ 

客室 主に和室・和洋室、一部洋室あり 洋室 

一部屋あたりの人数 4～6名 1名（シングル）、ただし一部 2

名（ツイン）も可 

風呂 大浴場 客室 

最寄り駅からの距離 離れていることが多い 近い（一部例外あり） 

エリア 塩原温泉、鬼怒川温泉 西那須野、矢板市、宇都宮市 

 
※ 食事内容は施設により異なります。 
※ ホテルタイプの宿には、宿泊施設内での夕食対応ができません。また、主管者側でも夕食を用

意しません。ただし、ホテル周辺には食事を摂れる施設が複数あります。 
※ 旅館タイプ・ホテルタイプの宿ともに競技エリアまで大会専用バスで 30～70分程度です。 
※ 宿泊タイプについては、エントリーの際に希望調査を行います。ホテルタイプを希望した場合

にはホテルタイプの割り当てが保証されますが、旅館タイプの希望が定員を超えた場合には主
管者による抽選が行われる場合があります。配宿の結果は大会の 2週間前を目安に大会 HPに
公開されます。 

※ 原則として申し込み締切後の希望変更はできません。今後の感染症拡大の可能性も考慮して希
望を提出してください。ホテルタイプの宿はある程度余裕を持って確保しますが数に限りがあ
ること、キャンセルの都合から大会 1ヶ月前以降は一切の変更ができないことをあらかじめご
了承ください。 

※ 参加者が宿へ直接コンタクトをとることを一切禁止します。必ず主管者経由でお問い合わせく
ださるようお願いいたします(トラブル等防止のため)。 

 宿泊について 

4 宿泊・輸送 
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別資料「大会の欠場に伴う返金について」をご参照ください。 

 
 

参加者は 2023年 3月 11日(土)、12日(日)の大会期間中の下記期間において、主管が指定す
る方法での移動が原則必須となります。 
⚫ 宿泊施設と競技会場の間を移動するとき 
⚫ その他、主管が定めるとき 
 なお、上記日程の料金については前述のように宿泊輸送費に含まれています。 

2023年 3月 10日(金)のモデルイベント、開会式の移動については下記の通りとなります。詳
細については要項 3でご案内いたします。 
⚫ モデルイベント会場までの移動および開会式後の選手村への移動は自家車、公共交通及び大

会公式バスでの移動となります。なお、モデルイベントと開会式の会場は同一です。 
⚫ 上記の区間のバス輸送については、別料金となりますのであらかじめご了承ください。申し

込み方法や料金については要項 3でご案内いたします。 
⚫ 大会期間中の移動は原則として主管者の指定する方法での移動となります。駐車場の数に限

りがあるため、関東圏からの参加など可能な場合は公共交通での来場をお願いいたします。 

 宿泊キャンセル時の返金について 

 輸送について 
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本大会の観戦は自由とします。観戦者の来場方法は、本大会参加者と同様です。後日発行する
要項 3に従って観戦してください。 

 
 

日本学連競技者以外の一般の方を対象とした併設大会を、本大会と同時に開催する予定です。
詳細については併設大会Webサイトにてご確認ください。 

申し込みについては、12月頃発行予定の併設大会要項をご参照ください。 

  

 観戦 

 併設大会 

5. 観戦・併設大会 

https://icmr2022.web.app/spectator-races.html
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実行委員会では新型コロナウイルス感染症(COVID-19)に対する対応を下記の通り行います。 

 コロナウイルス対応ガイドラインの制定 
本大会において新型コロナウイルス感染症の伝染・クラスター発生を防ぐため、実行委員会で対

応ガイドラインを制定します。本ガイドラインを遵守することをエントリーの条件としますので、
内容に関しては別ファイルをご確認ください。 
 
 不泊について 
本大会では原則として、選手は実行委員会が指定した宿泊施設に宿泊することを必須とします。 
ただし、本要項と同時に公開している、「不泊申請および前日泊について」に定められる基準を

満たしている場合は、例外的に不泊を認め、本大会に参加することを認めることがあります。 
 
 実行委員会による参加不許可基準 
エントリー後でも、大会当日に以下の基準に該当する場合、実行委員会が参加をお断りすること

があります。予めご了承ください。 

＜①体温・体調＞ 
前日及び当日の体温が37.5 度以上である場合。また、「咳が続く」「味覚・嗅覚異常」「頭痛」

「倦怠感」等、新型コロナウイルス感染症の疑いのある症状が見られる場合。 

＜②濃厚接触者の有無＞ 
大会前の直近 1週間(7日)以内に陽性者との接触が判明した場合。ただし、PCR検査を実施

し、陰性であった場合はこの限りではありません。 

＜③海外からの渡航歴＞ 
過去 2週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡

航歴がある場合、または過去 2週間以内に当該国・地域渡航者または在住者との濃厚接触がある
場合。ただし、PCR検査を実施し、陰性であった場合はこの限りではありません。 

― 要項 2.1 おわり ―

6 新型コロナウイルス感染症対応 
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要項３（プログラム）に掲載する広告を募集します。 
募集内容については以下をご確認ください。母校の学生に向けた応援メッセージ、地域クラブの

広告、大会告知など、多数のお申し込みをお待ちしております。 
 

 
 

 
１コマ 

(1/8ページ) 
２コマ 

(1/4ページ) 
４コマ 

(1/2ページ) 
８コマ 

(1ページ) 
16コマ 

(２ページ) 

縦×横 
（mm） 

67×85 
67×170 

or 
134×85 

134×170 267×170 
267×170 
×2ページ 

営利団体 14,000円 22,000円 38,000円 66,000円 110,000円 

非営利団体 7,000円 11,000円 19,000円 33,000円 55,000円 
 
＜注意事項＞ 
⚫ 1ページのサイズは A4です。 
⚫ 原稿は次のいずれかの形式で受け付けます：JPEG, BMP, PNG 
⚫ 原稿は必ずサイズをご確認の上で作成ください。申し込みサイズと原稿のサイズが異なる場合

は、実行委員会でサイズを調整させていただきます。 
⚫ 容量が大きいものは圧縮して掲載する場合があります。 
⚫ 広告の掲載順は実行委員会で決定し、指定はできません。 
⚫ 要項 3はWeb上に掲載する他、選手権の部待機所での冊子配布を予定しています。 
⚫ 要項３（プログラム）広告掲載費用は、大会開催の如何に依らず、要項３（プログラム）が発

行された場合に請求いたします。要項３（プログラム）発行前に大会の中止が決定した場合、
広告掲載費用は徴収いたしません。 

 申込方法 
Google Formに必要事項を入力の上、お申込みください。 

 申込締切 
2023年 1月 31日（火）23:59厳守 

 広告原稿提出締切 
要項３（プログラム）広告  2023年 2月 10日（金）23:59厳守 
⚫ 原稿の提出先は申込完了後にお知らせします。 
⚫ 提出確認後、締切日の３日後までに確認のメールを送付します。 

 要項３（プログラム）掲載広告 

https://forms.gle/umm14Jsom4uiqyGMA


 

 

 広告掲載費用の請求について 
広告掲載費用および振込先については、要項３発行後もしくは大会開催後、申込時にご記入いた

だいた連絡先にご連絡いたします。 

 問い合わせ 
主管連絡先と共通です。 

 

実行委員会問合せ用アドレス（ミドル・ディスタンス、リレー競技部門共通） 
e-mail: icmr2022.inquiry○gmail.com （○は@に変えてください） 

mailto:icmr2022_info@googlegroups.com



